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われわれは奉仕する

Photo Caption: ライオンズは会員の間で国際コンテストを行い、この単純なモットーを1954年に採用しました。
ライオンズにはスローガンとモットーの両方があります。

スローガンには、第一次世界大戦以降の米国における国際協会の形成期が反映されていますが、モットーはわずか二語でライオンズ共通の目的を宣言しています。

1920年代初めには、スローガン「Liberty, Intelligence, Our Nation’s Safety（自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる：頭字語は「Lions」）」がクラブの文房具、看板、その他の広報資料に広く使われていました。この言葉を最初に口にしたのは、1919年のシカゴ国際大会で発言した若い弁護士、ハルステッド・リッターとされています。

彼は次のように力説しました。「ライオンズの名前は友愛、親善、気骨、目的を意味するだけではありません。そのL-I-O-N-Sという組み合わせは何よりも、この国に市民権の真の意味を先触れするものです。」
彼の言葉は第一世界大戦後の米国を覆っていた愛国心に訴え、ライオンズはこの頭字語をスローガンに採用しました。

ライオンズの活動が国境、文化、言語を超えて拡大するに伴い、彼らはその使命と活動を説明する別の言葉を探し始めます。1954年、理事会はモットーの国際コンテストの実施を発表し、世界522,000人の全会員に提案を募りました。

応募用紙によれば、モットーは「永続的」で「国際性」があり、「翻訳しやすい」ものであるべきでした。また冗漫でないことも、コンテストの厳格なルールの一つでした。
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ライオンズは好きなだけ多くのモットーを提案できましたが、応募する語句の長さはそれぞれ五語以内とされていました。

ライオンズに考えてもらうため、主催者は五語で作られた例をいくつか挙げました。「行動に次ぐ行動（Men of Action in Action）」「他者のために他者と協力（Working with Others for Others）」「世界中で人類に奉仕（Worldwide Service to Humanity）」

ありがたいことに、6,000人の応募者のうち11人にはもっと良いアイディアがありました。その全員が記名して応募していましたが、消印が最も早かったことから、カナダ、オンタリオ州フォントヒルのライオン、D. A. スティーブンソンが勝者とされました。彼のモットーは二つの単純な言葉で出来ていました。「ウィ・サーブ」と。
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